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第 １ 章  総 則  

 

（ 趣 旨 ）  

第 １ 条  こ の 要 領 は ， 特 別 児 童 扶 養 手 当 等 の 支 給 に 関 す る 法 律

（ 昭 和 ３ ９ 年 法 律 第 １ ３ ４ 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） に 基 づ

く 障 害 児 福 祉 手 当 お よ び 特 別 障 害 者 手 当 な ら び に 国 民 年 金 法

等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 昭 和 ６ ０ 年 法 律 第 ３ ４ 号 ） に 基 づ

く 福 祉 手 当 （ 以 下 こ れ ら の 手 当 を 「 特 別 障 害 者 手 当 等 」 と 総

称 す る 。 ） の 支 給 に 関 す る 事 務 の 処 理 に 関 し ， 法 お よ び 特 別

児 童 扶 養 手 当 等 の 支 給 に 関 す る 法 律 施 行 令 （ 昭 和 ５ ０ 年 政 令

第 ２ ０ ７ 号 。 以 下 「 令 」 と い う 。 ） な ら び に 障 害 児 福 祉 手 当

及 び 特 別 障 害 者 手 当 の 支 給 に 関 す る 省 令 （ 昭 和 ５ ０ 年 厚 生 省

令 第 ３ ４ 号 。 以 下 「 規 則 」 と い う 。 ） に 定 め る も の の ほ か 必

要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。  

（ 文 書 の 取 扱 い ）  

第 ２ 条  特 別 障 害 者 手 当 等 に 係 る 請 求 者 ま た は 届 出 人 に 対 す る

通 知 ， 照 会 等 の 文 書 を 作 成 す る と き は ， な る べ く 平 易 な 文 体

を 用 い る こ と と し ， 必 要 が あ る と き は ， ふ り が な を 付 け ， ま

た は 注 釈 を 加 え る 等 適 宜 な 方 法 を 講 じ て 記 載 内 容 を 容 易 に 了

解 さ せ る よ う に 努 め る も の と す る 。  

２  特 別 障 害 者 手 当 等 に 係 る 請 求 者 ， 届 出 人 そ の 他 の 関 係 者 か

ら 提 出 さ れ た 請 求 書 ま た は 届 出 書 等 の 記 載 事 項 に 軽 微 か つ 明

白 な 誤 り が あ る 場 合 に お い て ， 当 該 誤 り の 内 容 が 容 易 に 補 正

で き る も の で あ る と き は ， 職 員 が 適 宜 そ の 誤 り を 補 正 し て 受

理 す る よ う に 努 め る も の と す る 。  

（ 備 付 帳 簿 等 ）  

第 ３ 条  福 祉 事 務 所 （ 以 下 「 実 施 機 関 」 と い う 。 ） の 長 は ， 特

別 障 害 者 手 当 等 に つ い て ， そ れ ぞ れ の 手 当 の 種 類 ご と に 次 に

掲 げ る 帳 簿 等 を 備 え る も の と す る 。 た だ し ， 第 ５ 号 に つ い て

は ， 同 一 の 交 付 簿 と し て 差 し 支 え な い も の と す る 。  

 (1 ) 関 係 書 類 受 付 処 理 簿 （ 別 記 第 １ 号 様 式 ） （ 以 下 「 受 付 処

理 簿 」 と い う 。 ）  

 (2 ) 受 給 者 台 帳 （ 別 記 第 ２ 号 様 式 ）  



 (3 ) 支 給 停 止 簿 （ 別 記 第 ３ 号 様 式 ）  

 (4 ) 支 給 廃 止 簿 （ 別 記 第 ４ 号 様 式 ）  

 (5 ) 特 別 障 害 者 手 当 等 調 査 員 証 交 付 簿 （ 別 記 第 ５ 号 様 式 ）

（ 以 下 「 調 査 員 証 交 付 簿 」 と い う 。 ）  

 (6 ) 有 期 認 定 者 名 簿 ・ 再 認 定 処 理 簿 （ 別 記 第 ６ 号 様 式 ） （ 以

下 「 有 期 認 定 者 名 簿 」 と い う 。 ）  

（ 受 付 処 理 簿 ）  

第 ４ 条  受 付 処 理 簿 は ， 次 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 記 入 欄 を 設 け

る も の と す る 。  

 (1 ) 受 付 （ 再 提 出 ） 年 月 日  

 (2 ) 返 付 年 月 日  

 (3 ) 受 理 年 月 日  

 (4 ) 整 理 番 号  

 (5 ) 件 名 （ 氏 名 ）  

 (6 ) 処 理 経 過  

 (7 ) 備 考  

２  受 付 処 理 簿 は ， 特 別 障 害 者 手 当 等 に 係 る 請 求 書 お よ び 届 出

書 等 の 種 類 別 の 受 付 順 に 整 理 す る も の と す る 。  

（ 受 給 者 台 帳 ）  

第 ５ 条  受 給 者 台 帳 は ， 受 給 資 格 の 認 定 順 に 整 理 番 号 を 付 す と

と も に ， 支 払 地 ま た は 支 払 方 法 別 の 受 給 者 氏 名 の 五 十 音 順 等

当 該 台 帳 の 取 扱 い に 便 利 な 方 法 で 整 理 す る も の と す る 。  

（ 支 給 停 止 簿 ）  

第 ６ 条  支 給 停 止 簿 は ， 所 得 制 限 等 に よ り 支 給 停 止 に な っ て い

る 受 給 資 格 者 に 係 る 受 給 者 台 帳 を 編 入 し ， 整 理 す る も の と す

る 。  

（ 支 給 廃 止 簿 ）  

第 ７ 条  支 給 廃 止 簿 は ， 受 給 資 格 を 失 っ た 者 お よ び 他 の 実 施 機

関 の 所 管 す る 区 域 に 住 所 を 変 更 し た 受 給 者 に 係 る 受 給 者 台 帳

を 編 入 し ， 整 理 す る も の と す る 。  

（ 調 査 員 証 交 付 簿 ）  

第 ８ 条  調 査 員 証 交 付 簿 は ， 次 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 記 入 欄 を

設 け る も の と す る 。  

 (1 ) 調 査 員 証 番 号  

 (2 ) 交 付 年 月 日  



 (3 ) 返 納 年 月 日  

 (4 ) 受 領 者 の 職 名 お よ び 氏 名  

 (5 ) 受 領 印  

 (6 ) 交 付 取 扱 者 印  

 (7 ) 返 納 取 扱 者 印  

 (8 ) 備 考  

２  調 査 員 証 交 付 簿 は ， 特 別 障 害 者 手 当 等 調 査 員 証 を 交 付 し ，

ま た は 返 納 が あ っ た つ ど 整 理 す る も の と す る 。  

（ 有 期 認 定 者 名 簿 ）  

第 ９ 条  有 期 認 定 者 名 簿 は ， 受 給 資 格 を 認 定 し た 者 の う ち ， 受

給 資 格 期 間 を 定 め て 認 定 し た も の に 係 る 処 理 の つ ど 整 理 す る

も の と す る 。  

 

第 ２ 章  受 給 資 格 の 認 定  

 

（ 認 定 請 求 書 の 処 理 ）  

第 10条  特 別 障 害 者 手 当 等 の 支 給 要 件 に 該 当 す る 者 か ら 規 則 第

２ 条 ま た は 第 １ ５ 条 の 規 定 に よ る 障 害 児 福 祉 手 当 認 定 請 求 書

ま た は 特 別 障 害 者 手 当 認 定 請 求 書 （ 以 下 「 認 定 請 求 書 」 と い

う 。 ） の 提 出 を 受 け た と き は ， 次 に よ り 処 理 す る も の と す

る 。  

 (1 ) 受 付 処 理 簿 の 件 名 （ 氏 名 ） 欄 お よ び 受 付 （ 再 提 出 ） 年 月

日 欄 に 件 名 ， 氏 名 お よ び 受 付 年 月 日 を そ れ ぞ れ 記 入 す る こ

と 。  

 (2 ) 認 定 請 求 書 の 記 載 内 容 お よ び 添 付 書 類 等 に 不 備 が な い か

ど う か 確 認 す る こ と 。  

 (3 ) 規 則 第 １ ８ 条 の 規 定 に よ り ， 認 定 請 求 に 係 る 添 付 書 類 が

省 略 さ れ て い る と き は ， 認 定 請 求 書 の 備 考 欄 に 省 略 さ れ た

書 類 の 名 称 を 記 入 す る こ と 。  

 (4 ) 認 定 請 求 書 等 の 記 載 内 容 に 実 施 機 関 に お い て 補 正 で き な

い 程 度 の 不 備 が あ る と き は ， 受 付 処 理 簿 の 返 付 年 月 日 欄 に

返 付 年 月 日 を 記 入 す る と と も に ， 当 該 認 定 請 求 書 等 を 請 求

者 に 返 付 し ， 補 正 の う え 再 提 出 す る よ う 指 導 す る こ と 。  



 (5 ) 前 号 の 規 定 に よ り ， 返 付 し た 認 定 請 求 書 等 を 補 正 し て 再

提 出 さ れ た と き は ， 受 付 処 理 簿 の 受 付 （ 再 提 出 ） 年 月 日 欄

に 再 提 出 年 月 日 を 記 入 す る こ と 。  

 (6 ) 再 提 出 さ れ た 認 定 請 求 書 等 を 点 検 の 結 果 ， 不 備 が な い と

認 め た と き は ， 受 付 処 理 簿 の 備 考 欄 に そ の 旨 を 記 入 す る と

と も に ， 受 理 年 月 日 欄 に 受 理 年 月 日 を 記 入 す る こ と 。  

（ 審 査 ）  

第 11条  特 別 障 害 者 手 当 等 の 受 給 資 格 の 審 査 は ， 提 出 さ れ た 認

定 請 求 書 等 に 基 づ き ， 次 の 事 項 に つ い て 行 う も の と す る 。  

 (1 ) 請 求 者 の 障 害 の 程 度 （ 障 害 の 程 度 に つ い て は ， そ の 認 定

の 適 正 を 期 す る た め ， 必 要 に 応 じ 期 間 を 定 め て 認 定 す る こ

と 。 ）  

 (2 ) 住 所 地  

 (3 ) 令 第 ６ 条 に 規 定 す る 障 害 を 支 給 事 由 と す る 給 付 の 受 給 の

有 無 （ 障 害 児 福 祉 手 当 の 場 合 ）  

 (4 ) 法 第 １ ７ 条 第 ２ 号 に 規 定 す る 肢 体 不 自 由 児 施 設 ま た は 規

則 第 １ 条 各 号 に 規 定 す る 施 設 へ の 入 所 の 有 無 （ 障 害 児 福 祉

手 当 の 場 合 ）  

 (5 ) 法 第 ２ ６ 条 の ２ 第 １ 号 に 規 定 す る 障 害 者 支 援 施 設 も し く

は 規 則 第 １ ４ 条 各 号 に 規 定 す る 施 設 へ の 入 所 の 有 無 ま た は

法 第 ２ ６ 条 の ２ 第 ３ 号 に 規 定 す る 病 院 も し く は 診 療 所 に 継

続 し て ３ 月 を 超 え る 入 院 の 有 無 （ 特 別 障 害 者 手 当 の 場 合 ）  

２  受 給 資 格 の 認 定 に 当 た り ， 特 に 必 要 が あ る と 認 め る と き

は ， 法 第 ３ ６ 条 に 規 定 す る 調 査 等 を 行 い ， ま た は 法 第 ３ ７ 条

に 規 定 す る 措 置 を と る こ と 。  

（ 受 給 資 格 を 認 定 し た 場 合 の 処 理 ）  

第 12条  前 条 の 規 定 に よ り 審 査 し た 結 果 ， 受 給 資 格 が あ る と 認

定 し た と き は ， 次 に よ り 処 理 す る も の と す る 。  

 (1 ) 認 定 請 求 書 の 認 定 年 月 日 欄 に 認 定 年 月 日 お よ び 支 給 開 始

年 月 日 を 記 入 す る こ と 。  

 (2 ) 受 付 処 理 簿 の 処 理 経 過 欄 に 認 定 の 旨 を 記 入 す る こ と 。  

 (3 ) 受 給 者 台 帳 を 作 成 す る こ と 。  

２  別 記 第 ７ 号 様 式 の 認 定 通 知 書 を 交 付 す る と き は ， 次 に よ る

も の と す る 。  



 (1 ) 認 定 通 知 書 と 受 給 者 台 帳 を 照 合 し ， 相 違 が な い か ど う か

確 認 す る こ と 。  

 (2 ) 認 定 通 知 書 を 受 給 資 格 者 に 交 付 す る こ と 。  

 (3 ) 受 付 処 理 簿 の 経 過 欄 に 認 定 通 知 書 の 交 付 年 月 日 を 記 入 す

る こ と 。  

 (4 ) 受 給 資 格 者 の 死 亡 等 に よ り 明 ら か に 受 給 資 格 が 消 滅 し て

い る こ と が 認 め ら れ る と き は ， 認 定 通 知 書 の 交 付 を 停 止 す

る と と も に ， 受 給 者 台 帳 の 備 考 欄 に 交 付 停 止 の 理 由 お よ び

交 付 停 止 年 月 日 を 記 入 し ， 当 該 受 給 者 台 帳 を 支 給 廃 止 簿 に

編 入 す る こ と 。  

（ 期 間 を 定 め て 受 給 資 格 を 認 定 し た 場 合 の 処 理 ）  

第 13条  障 害 児 福 祉 手 当 ま た は 特 別 障 害 者 手 当 の 認 定 請 求 に お

い て ， 第 １ １ 条 第 １ 項 第 １ 号 の 規 定 に よ っ て 審 査 し た 結 果 ，

受 給 資 格 の 期 間 を 定 め て 認 定 し た 場 合 は ， 前 条 の 規 定 に よ る

処 理 を 行 う ほ か ， 次 に よ り 処 理 す る も の と す る 。  

 (1 ) 認 定 通 知 書 の 備 考 欄 に ， 期 間 を 定 め て 認 定 し た 旨 を 付 記

す る こ と 。  

 (2 ) 有 期 認 定 者 名 簿 の 新 規 認 定 状 況 欄 に 所 要 事 項 を 記 入 す る

こ と 。  

２  前 項 の 規 定 に よ り 再 認 定 に 係 る 処 理 は ， 次 に よ る も の と す

る 。  

 (1 ) 再 認 定 時 期 の お お む ね １ 月 前 ま で に ， 文 書 に よ り ， 提 出

期 日 を 指 定 し ， 診 断 書 を 提 出 す る よ う 通 知 す る こ と 。 こ の

場 合 に お い て ， 正 当 な 理 由 が な く 指 定 し た 期 日 ま で に 診 断

書 の 提 出 が な い と き は ， 再 認 定 の 月 の 翌 月 か ら 手 当 の 支 給

を 受 け る こ と が で き な く な る 旨 を 付 記 す る こ と 。  

 (2 ) 有 期 認 定 者 名 簿 の 処 理 経 過 欄 に 前 号 の 通 知 年 月 日 を 記 入

す る こ と 。  

 (3 ) 別 記 第 ８ 号 様 式 の 再 認 定 届 出 書 の 提 出 を 受 け た と き は ，

有 期 認 定 者 名 簿 の 処 理 経 過 欄 に 受 理 年 月 日 を 記 入 し ， 速 や

か に 障 害 の 程 度 の 審 査 を 行 う こ と 。  

 (4 ) 前 号 の 審 査 の 結 果 を ， 有 期 認 定 者 名 簿 の 再 審 査 結 果 欄 お

よ び 処 理 経 過 欄 に 記 入 す る こ と 。  

 (5 ) 審 査 の 結 果 ， 継 続 し て 受 給 資 格 を 認 定 し た と き は ， 別 記

第 ９ 号 様 式 の 再 認 定 通 知 書 を 交 付 す る こ と 。 こ の 場 合 に お



い て ， 再 び 受 給 資 格 の 期 間 を 定 め て 認 定 し た と き は ， 再 認

定 通 知 書 の 備 考 欄 に そ の 旨 を 付 記 す る こ と 。  

 (6 ) 審 査 の 結 果 ， 障 害 の 程 度 が 受 給 資 格 非 該 当 と 決 定 し た と

き は ， 第 ２ ３ 条 の 規 定 に 準 じ 処 理 す る こ と 。  

３  前 項 第 １ 号 に よ る 診 断 書 が 指 定 し た 期 日 ま で に 提 出 さ れ な

い 場 合 は ， 再 認 定 月 の 翌 月 か ら 再 認 定 届 出 書 が 提 出 さ れ る 前

月 ま で の 間 ， 手 当 の 支 給 を 停 止 す る も の と す る 。  

（ 受 給 資 格 を 認 め な か っ た 場 合 の 処 理 ）  

第 14条  第 １ １ 条 の 規 定 に よ り 審 査 し た 結 果 ， 受 給 資 格 が な い

と 決 定 し た と き は ， 次 に よ り 処 理 す る も の と す る 。  

 (1 ) 認 定 請 求 書 の 却 下 年 月 日 欄 に 却 下 年 月 日 を 記 入 す る こ

と 。  

 (2 ) 受 付 処 理 簿 の 処 理 経 過 欄 に 却 下 の 旨 を 記 入 す る こ と 。  

 (3 ) 別 記 第 １ ０ 号 様 式 の 認 定 請 求 却 下 通 知 書 を 請 求 者 等 に 交

付 す る こ と 。  

 (4 ) 受 付 処 理 簿 の 処 理 経 過 欄 に 前 号 の 通 知 書 の 交 付 年 月 日 を

記 入 す る こ と 。  

 

第 ３ 章  所 得 状 況 の 審 査 等  

 

（ 認 定 請 求 時 の 所 得 状 況 届 の 処 理 ）  

第 15条  受 給 資 格 の 認 定 請 求 時 に お い て ， 請 求 者 か ら 規 則 第 ２

条 ま た は 第 １ ５ 条 の 規 定 に よ る 障 害 児 福 祉 手 当 所 得 状 況 届 ま

た は 特 別 障 害 者 手 当 所 得 状 況 届 （ 以 下 「 所 得 状 況 届 」 と い

う 。 ） の 提 出 を 受 け た と き は ， 次 に よ り 処 理 す る も の と す

る 。  

 (1 ) 所 得 状 況 届 の 記 載 内 容 と 規 則 第 ２ 条 第 ４ 号 お よ び 第 ５ 号

も し く は 規 則 第 １ ５ 条 第 ４ 号 お よ び 第 ５ 号 に 規 定 す る 添 付

書 類 の 内 容 ま た は 課 税 台 帳 等 の 公 簿 に よ っ て 確 認 し た 内 容

と 一 致 し て い る か ど う か 審 査 す る こ と 。 こ の 場 合 に お い

て ， 請 求 者 か ら 別 記 第 １ １ 号 様 式 の 同 意 書 の 提 出 を 受 け る

こ と 。  

 (2 ) 前 号 の 規 定 に よ り 審 査 し た 結 果 ， 法 第 ２ ０ 条 ま た は 第 21

条 の 規 定 に 該 当 し な い も の （ 以 下 「 所 得 制 限 非 該 当 」 と い

う 。 ） と 決 定 し た と き は ， 次 に よ る こ と 。  



ア  所 得 状 況 届 の 審 査 欄 に 所 得 制 限 非 該 当 の 旨 を 記 入 す

る こ と 。  

イ  受 給 者 台 帳 の 所 得 状 況 欄 に 所 要 事 項 を 記 入 す る こ と 。 

（ 現 況 届 の 処 理 ）  

第 16条  規 則 第 ５ 条 ま た は 第 １ ６ 条 に お い て 準 用 す る 規 則 第 ５

条 の 規 定 に よ る 受 給 者 等 か ら 定 時 の 所 得 状 況 届 （ 現 況 届 ） の

提 出 を 受 け た と き は ， 次 に よ り 処 理 す る も の と す る 。  

 (1 ) 前 条 第 １ 号 の 規 定 の 例 に よ り 審 査 す る こ と 。  

 (2 ) 前 号 の 規 定 に よ り 審 査 し た 結 果 ， 所 得 制 限 非 該 当 と 決 定

し た と き は ， 次 に よ る こ と 。  

ア  現 況 届 の 審 査 欄 に 所 得 制 限 非 該 当 の 旨 を 記 入 す る こ

と 。  

イ  受 給 者 台 帳 の 所 得 状 況 欄 に 所 要 事 項 を 記 入 す る こ と 。  

ウ  規 則 第 １ ３ 条 ま た は 第 １ ６ 条 に お い て 準 用 す る 規 則

第 １ ３ 条 の 規 定 に よ る 現 況 届 の 提 出 を 受 け た も の に つ

い て は ， 別 記 第 １ ２ 号 様 式 の 支 給 停 止 解 除 通 知 書 を 当

該 受 給 資 格 者 に 交 付 す る こ と 。  

２  前 項 の 現 況 届 に つ い て は ， 受 給 者 の 負 担 軽 減 を 図 り ， ま

た ， 事 務 処 理 の 効 率 化 を 図 る う え か ら ， 受 給 者 か ら 個 々 に 所

得 状 況 届 を 提 出 さ れ る こ と に 代 え て ， 別 記 第 １ ３ 号 様 式 の 現

況 届 の 提 出 を も っ て 生 計 維 持 関 係 等 の 申 し 出 が な さ れ た も の

と し ， 別 記 第 １ ４ 号 様 式 の 所 得 状 況 関 係 連 名 簿 に よ り 所 得 の

状 況 等 を 確 認 で き る も の と す る 。 こ の 場 合 に お け る 処 理 は ，

前 項 の 規 定 の 例 に よ り 行 う も の と す る 。  

（ 支 給 の 停 止 ）  

第 17条  第 １ ５ 条 ま た は 第 １ ６ 条 の 規 定 に よ り 審 査 し た 結 果 ，

法 第 ２ ０ 条 ま た は 第 ２ １ 条 の 規 定 に 該 当 し 支 給 の 停 止 を 決 定

し た と き は ， 次 に よ り 処 理 す る も の と す る 。  

 (1 ) 所 得 状 況 届 ま た は 現 況 届 の 審 査 欄 に 所 得 制 限 該 当 の 旨 を

記 入 す る こ と 。  

 (2 ) 受 給 者 台 帳 の 所 得 状 況 欄 に 所 要 事 項 を 記 入 す る と と も

に ， 手 当 支 払 記 録 欄 の 支 給 停 止 期 間 に 係 る 支 払 期 月 の 支 払

額 欄 に 「 ０ 」 と 記 入 す る こ と 。  

 (3 ) 支 給 停 止 に 係 る 当 該 受 給 者 台 帳 を 支 給 停 止 簿 に 編 入 す る

こ と 。  



 (4 ) 別 記 第 １ ５ 号 様 式 の 支 給 停 止 通 知 書 を 当 該 受 給 資 格 者 に

交 付 す る こ と 。  

 (5 ) 受 付 処 理 簿 の 処 理 経 過 欄 に 支 給 停 止 の 旨 お よ び 前 号 の 支

給 停 止 通 知 書 の 交 付 年 月 日 を 記 入 す る こ と 。  

（ 被 災 状 況 書 の 処 理 ）  

第 18条  規 則 第 ２ 条 ま た は 第 １ ５ 条 の 規 定 に よ る 障 害 児 福 祉 手

当 被 災 状 況 書 ， 特 別 障 害 者 手 当 被 災 状 況 書 ま た は 福 祉 手 当 被

災 状 況 書 （ 以 下 「 被 災 状 況 書 」 と い う 。 ） の 提 出 を 受 け た と

き は ， 第 １ ５ 条 の 規 定 の 例 に よ り 審 査 す る も の と す る 。  

２  前 項 の 規 定 に よ り 審 査 し た 結 果 ， 法 第 ２ ２ 条 第 １ 項 ま た は

法 第 ２ ６ 条 の ５ に お い て 準 用 す る 法 第 ２ ２ 条 第 １ 項 に 該 当 す

る と 決 定 し た と き は ， 次 に よ り 処 理 す る も の と す る 。  

 (1 ) 被 災 状 況 書 の 審 査 欄 に 法 第 ２ ２ 条 第 １ 項 ま た は 法 第 ２ ６

条 の ５ に お い て 準 用 す る 法 第 ２ ２ 条 第 １ 項 に 該 当 す る 旨 を

記 入 す る こ と 。  

 (2 ) 受 給 者 台 帳 の 備 考 欄 に ， 被 災 状 況 書 の 受 理 年 月 日 お よ び

法 第 ２ ２ 条 第 １ 項 ま た は 法 第 ２ ６ 条 の ５ に お い て 準 用 す る

法 第 ２ ２ 条 第 １ 項 に 該 当 す る 旨 を 記 入 す る と と も に ， 支 給

停 止 解 除 年 月 日 を 記 入 す る こ と 。  

 (3 ) 受 給 者 台 帳 の 支 給 停 止 期 間 を 訂 正 す る こ と 。  

 (4 ) 受 給 者 台 帳 の 手 当 支 払 記 録 欄 中 ， 当 該 支 給 停 止 が 解 除 さ

れ た 月 分 に 係 る 支 払 額 欄 に ， そ れ ぞ れ 支 給 す べ き 手 当 の 額

を 記 入 す る と と も に ， 「 停 止 解 除 」 と 朱 書 す る こ と 。  

 (5 ) 支 給 停 止 解 除 通 知 書 を 当 該 受 給 資 格 者 に 交 付 す る こ と 。  

 (6 ) 受 付 処 理 簿 の 処 理 経 過 欄 に 前 号 の 支 給 停 止 解 除 通 知 書 の

交 付 年 月 日 を 記 入 す る こ と 。  

 (7 ) 当 該 受 給 者 台 帳 を 支 給 停 止 簿 か ら 取 り は ず し ， 正 規 の 綴

り に 編 入 し ， 整 理 す る こ と 。  

３  第 １ 項 の 規 定 に よ り 審 査 し た 結 果 ， 法 第 ２ ２ 条 第 １ 項 ま た

は 法 第 ２ ６ 条 の ５ に お い て 準 用 す る 法 第 ２ ２ 条 第 １ 項 に 該 当

し な い と 決 定 し た と き は ， 次 に よ り 処 理 す る も の と す る 。  

(1) 被 災 状 況 書 の 審 査 欄 に 法 第 ２ ２ 条 第 １ 項 ま た は 法 第 ２ ６ 条

の ５ に お い て 準 用 す る 法 第 ２ ２ 条 第 １ 項 に 非 該 当 で あ る 旨 を

記 入 す る こ と 。  



(2) 受 給 者 台 帳 の 備 考 欄 に 被 災 状 況 書 の 受 理 年 月 日 お よ び 法 第

２ ２ 条 第 １ 項 ま た は 法 第 ２ ６ 条 の ５ に お い て 準 用 す る 法 第 2 2

条 第 １ 項 に 非 該 当 で あ る 旨 を 記 入 す る こ と 。  

(3) 別 記 第 １ ６ 号 様 式 の 被 災 非 該 当 通 知 書 を 当 該 受 給 資 格 者 に

交 付 す る こ と 。  

(4) 受 付 処 理 簿 の 処 理 経 過 欄 に 前 号 の 被 災 非 該 当 通 知 書 の 交 付

年 月 日 を 記 入 す る こ と 。  

（ 現 況 届 が 未 提 出 の 場 合 の 取 扱 い ）  

第 19条  現 況 届 が 所 定 の 期 間 内 に 提 出 さ れ な い た め 所 得 状 況 等

に つ い て 確 認 で き な い と き は ， 当 該 受 給 者 に 対 し て 文 書 に よ

り ， 提 出 期 日 を 指 定 し ， 現 況 届 の 提 出 に つ い て 別 記 第 １ ７ 号

様 式 の 所 得 状 況 届 督 促 通 知 書 に よ り 督 促 す る と と も に ， 当 該

現 況 届 が 提 出 さ れ る ま で の 間 は 特 別 障 害 者 手 当 等 の 支 給 を 差

し 止 め る 旨 を 別 記 第 １ ８ 号 様 式 の 一 時 差 止 通 知 書 に よ り 通 知

す る こ と 。  

２  前 項 の 受 給 者 か ら 現 況 届 が 提 出 さ れ た と き は ， 別 記 第 １ ９

号 様 式 の 一 時 差 止 解 除 通 知 書 に よ り 一 時 差 止 の 解 除 を 通 知

し ， 第 １ ６ 条 の 規 定 に よ り 審 査 す る こ と 。  

 

第 ４ 章  氏 名 ， 住 所 ま た は 支 払 金 融 機 関 の 変 更  

 

（ 氏 名 変 更 届 の 処 理 ）  

第 20条  規 則 第 ７ 条 ま た は 第 １ ６ 条 に お い て 準 用 す る 規 則 第 ７

条 の 規 定 に よ る 別 記 第 ２ ０ 号 様 式 の 記 載 事 項 変 更 届 の 提 出 を

受 け た と き は ， 次 に よ り 処 理 す る も の と す る 。  

 (1 ) 受 付 処 理 簿 の 件 名 （ 氏 名 ） 欄 お よ び 受 付 （ 再 提 出 ） 年 月

日 欄 に 件 名 ， 氏 名 お よ び 受 付 年 月 日 を 記 入 す る こ と 。  

 (2 ) 記 載 事 項 変 更 届 の 記 載 内 容 お よ び そ の 添 付 書 類 に 不 備 が

な い か ど う か 審 査 す る こ と 。  

 (3 ) 前 号 の 規 定 に よ り 審 査 し た 結 果 ， 不 備 が な い と き は ， 受

付 処 理 簿 の 受 理 年 月 日 欄 に 受 理 年 月 日 を 記 入 す る こ と 。  

 (4 ) 受 給 者 台 帳 の 氏 名 欄 を 訂 正 す る こ と 。  

 (5 ) 受 給 者 台 帳 を 変 更 後 の 氏 名 に よ り 整 理 す る こ と 。  

（ 住 所 変 更 届 の 処 理 ）  



第 21条  規 則 第 ８ 条 ま た は 第 １ ６ 条 に お い て 準 用 す る 第 ８ 条 の

規 定 に よ る 別 記 第 ２ ０ 号 様 式 の 記 載 事 項 変 更 届 の 提 出 を 受 け

た と き は ， 次 に よ り 処 理 す る も の と す る 。  

 (1 ) 本 市 の 区 域 内 に お け る 記 載 事 項 変 更 届 の 提 出 を 受 け た と

き は ， 前 条 の 規 定 の 例 に よ り 処 理 す る こ と 。  

 (2 ) 本 市 の 区 域 外 か ら の 転 入 ま た は 本 市 の 区 域 外 へ の 転 出 に

伴 う 記 載 事 項 変 更 届 の 提 出 を 受 け た と き は ， 次 に よ る こ

と 。  

ア  転 入 に 伴 う 記 載 事 項 変 更 届 の 提 出 を 受 け た と き 。  

(ｱ) 別 記 第 １ １ 号 様 式 の 同 意 書 の 提 出 を 受 け る こ と 。  

(ｲ) 受 付 処 理 簿 の 件 名 （ 氏 名 ） 欄 お よ び 受 付 （ 再 提 出 ）

年 月 日 欄 に 件 名 ， 氏 名 お よ び 受 付 年 月 日 を 記 入 す る こ

と 。  

(ｳ) 記 載 事 項 変 更 届 の 記 載 内 容 お よ び そ の 添 付 書 類 に 不

備 が な い か ど う か 審 査 す る こ と 。  

(ｴ) 前 号 の 規 定 に よ り 審 査 し た 結 果 ， 不 備 が な い と き

は ， 受 付 処 理 簿 の 受 理 年 月 日 欄 に 受 理 年 月 日 を 記 入 す

る こ と 。  

(ｵ) 旧 住 所 地 を 所 管 す る 実 施 機 関 に 対 し ， 受 給 者 台 帳 の

写 の 送 付 を 求 め る こ と 。  

(ｶ) 受 給 者 台 帳 の 写 の 送 付 を 受 け た と き は ， 当 該 受 給 者

台 帳 の 写 に 基 づ き 新 た に 受 給 者 台 帳 を 作 成 し ， 備 考 欄

に 旧 住 所 地 を 所 管 す る 実 施 機 関 か ら 移 管 さ れ た 旨 を 記

入 す る こ と 。  

イ  転 出 に 伴 う 記 載 事 項 変 更 届 の 提 出 を 受 け た と き 。  

(ｱ) 受 付 処 理 簿 の 件 名 （ 氏 名 ） 欄 お よ び 受 付 （ 再 提 出 ）

年 月 日 欄 に 件 名 ， 氏 名 お よ び 受 付 年 月 日 を 記 入 す る こ

と 。  

(ｲ) 記 載 事 項 変 更 届 の 記 載 内 容 お よ び そ の 添 付 書 類 に 不

備 が な い か ど う か 審 査 す る こ と 。  

(ｳ) 前 号 の 規 定 に よ り 審 査 し た 結 果 ， 不 備 が な い と き

は ， 受 付 処 理 簿 の 受 理 年 月 日 欄 に 受 理 年 月 日 を 記 入 す

る こ と 。  

(ｴ) 受 給 者 台 帳 の 住 所 欄 を 訂 正 す る と と も に ， 受 給 資 格

喪 失 欄 に 所 要 事 項 を 記 入 す る こ と 。  



(ｵ) 受 給 者 台 帳 を 支 給 廃 止 簿 に 編 入 す る こ と 。  

（ 支 払 金 融 機 関 変 更 届 の 処 理 ）  

第 22条  受 給 者 か ら 別 記 第 ２ ０ 号 様 式 の 記 載 事 項 変 更 届 に よ り

支 払 金 融 機 関 変 更 の 届 出 を 受 け た と き は ， 第 ２ ０ 条 の 規 定 の

例 に よ り 処 理 す る も の と す る 。  

 

第 ５ 章  受 給 資 格 の 喪 失  

 

（ 受 給 資 格 喪 失 届 等 の 処 理 ）  

第 23条  受 給 者 か ら 別 記 第 ２ １ 号 様 式 の 資 格 喪 失 届 ま た は 別 記

第 ２ ２ 号 様 式 の 未 支 払 手 当 請 求 書 の 提 出 を 受 け た と き は ， 次

に よ り 処 理 す る も の と す る 。  

(1) 受 付 処 理 簿 の 件 名 （ 氏 名 ） 欄 お よ び 受 付 （ 再 提 出 ） 年 月

日 欄 に 件 名 ， 氏 名 お よ び 受 付 年 月 日 を 記 入 す る こ と 。  

(2) 資 格 喪 失 届 ま た は 未 支 払 手 当 請 求 書 の 記 載 内 容 お よ び そ

の 添 付 書 類 に 不 備 が な い か ど う か 審 査 す る こ と 。  

(3) 前 号 の 規 定 に よ り 審 査 し た 結 果 ， 不 備 が な い と き は ， 受

付 処 理 簿 の 受 理 年 月 日 欄 に 受 理 年 月 日 を 記 入 す る こ と 。  

(4) 受 給 者 台 帳 の 受 給 資 格 喪 失 欄 に 所 要 事 項 を 記 入 し ， 支 給

廃 止 簿 に 編 入 す る こ と 。  

(5) 別 記 第 ２ ３ 号 様 式 の 資 格 喪 失 通 知 書 を 届 出 人 等 に 交 付 す

る こ と 。  

２  受 給 資 格 を 喪 失 し た 月 以 前 の 月 分 に 係 る 手 当 で ， ま だ そ の

者 に 支 払 わ れ て い な い も の が あ る と き は ， 次 に よ り 処 理 す る

も の と す る 。  

(1) 受 付 処 理 簿 の 未 支 払 欄 に 未 支 払 い と な っ て い る 月 数 を 記

入 す る こ と 。  

(2) 受 給 者 台 帳 の 受 給 資 格 喪 失 欄 に 当 該 所 要 事 項 を 記 入 す る

と と も に ， 備 考 欄 に 未 支 払 い の 手 当 が あ る 旨 を 記 入 す る こ

と 。  

(3) 受 給 者 台 帳 の 手 当 支 払 記 録 の 支 払 額 欄 に 未 支 払 い の 手 当

の 合 計 額 を 記 入 す る と と も に ， 未 支 払 い の 手 当 で あ る 旨 お

よ び 未 支 払 い と な っ て い る 月 数 を 記 入 す る こ と 。  



(4) 前 項 第 ５ 号 の 資 格 喪 失 通 知 書 の 備 考 欄 に よ り ， 未 支 払 分

の 期 間 ， 合 計 額 お よ び 支 払 方 法 を 届 出 人 等 に 通 知 す る こ

と 。  

（ 資 格 喪 失 届 が 未 提 出 の 場 合 の 処 理 ）  

第 24条  資 格 喪 失 届 ま た は 死 亡 届 が 提 出 さ れ て い な い 場 合 で あ

っ て も ， 実 施 機 関 に お い て ， 当 該 受 給 者 が 受 給 資 格 を 喪 失

し ， ま た は 死 亡 し た こ と を 確 認 し た と き は ， 前 条 の 規 定 の 例

に よ り 処 理 す る も の と す る 。  

 

第 ６ 章  手 当 の 支 払 等  

 

（ 手 当 の 支 払 日 ）  

第 25条  特 別 障 害 者 手 当 等 は ， 各 支 払 期 月 の １ ０ 日 に 支 払 う も

の と す る 。 た だ し ， 法 第 １ ９ 条 の ２ た だ し 書 に 規 定 す る 手 当

は ， そ の つ ど 支 払 う も の と す る 。  

２  前 条 の 支 払 日 が 日 曜 日 ， 土 曜 日 ま た は 国 民 の 祝 日 に 関 す る

法 律 （ 昭 和 ２ ３ 年 法 律 第 １ ７ ８ 号 ） に 規 定 す る 休 日 （ 以 下

「 日 曜 日 等 」 と い う 。 ） に 当 た る 場 合 は ， そ の 日 の 直 前 の 日

曜 日 等 で な い 日 に 支 払 う も の と す る 。  

（ 手 当 の 支 払 等 ）  

第 26条  特 別 障 害 者 手 当 等 の 支 払 は ， 次 に よ り 処 理 す る も の と

す る 。  

 (1 ) 受 給 者 台 帳 に 基 づ き ， 支 払 方 法 別 の 障 害 児 福 祉 手 当 支 給

明 細 書 ， 特 別 障 害 者 手 当 支 給 明 細 書 お よ び 福 祉 手 当 支 給 明

細 書 を 作 成 す る こ と 。  

 (2 ) 前 号 の 支 給 明 細 書 に 伺 書 を 付 し て ， 特 別 障 害 者 手 当 等 給

付 費 の 支 出 に つ い て の 決 裁 を 得 る こ と 。  

２  実 施 機 関 の 窓 口 で 支 払 を 行 う と き は ， 受 給 者 が 持 参 す る 認

定 通 知 書 等 と 支 給 明 細 書 と を 照 合 し ， 確 認 の う え 支 払 う も の

と す る 。  

３  受 給 者 の 代 理 人 が 手 当 を 受 領 し よ う と す る と き は ， 委 任 状

等 の 提 出 を 求 め ， こ れ を 確 認 し た う え で 支 払 う も の と す る 。  

４  金 融 機 関 等 を 通 じ て 支 払 う と き は ， 当 該 金 融 機 関 等 に お い

て 所 定 の 支 払 日 に 支 払 が で き る よ う 事 前 に 資 金 の 交 付 （ 振

込 ） を 行 う も の と す る 。  



（ 支 払 後 の 整 理 ）  

第 27条  特 別 障 害 者 手 当 等 の 支 払 後 の 整 理 は ， 次 に よ る も の と

す る 。  

(1) 受 給 者 か ら 徴 し た 受 領 証 ま た は 金 融 機 関 等 か ら の 振 込 通

知 書 等 と 支 払 額 と を 確 認 の う え ， 当 該 受 領 証 ま た は 振 込 通

知 書 等 を 整 理 す る こ と 。  

(2) 受 領 証 ， 振 込 通 知 書 等 に 基 づ き ， 受 給 者 台 帳 の 支 払 記 録

欄 を 整 理 す る こ と 。  

（ 支 払 の 調 整 ）  

第 28条  法 第 ２ ６ 条 の ４ に 規 定 す る 支 給 の 調 整 を 行 う 必 要 が あ

る と き ま た は 認 定 通 知 書 を 交 付 し た 後 に お い て 誤 認 定 そ の 他

の 事 由 に よ り 手 当 の 支 払 額 が 不 足 し ， も し く は 過 剰 に な っ て

い る こ と が 判 明 し 支 払 の 調 整 を 行 う 必 要 が あ る と き は ， 次 に

よ り 受 給 者 台 帳 を 整 理 す る も の と す る 。  

 (1 ) 手 当 支 払 記 録 の 追 加 支 給 ま た は 減 額 支 給 を 行 う べ き 支 払

期 月 の 支 払 額 欄 に ， 支 払 調 整 後 の 支 払 総 額 お よ び 調 整 事 由

を 記 入 す る こ と 。  

 (2 ) 減 額 調 整 を 行 う 場 合 で ， 減 額 す べ き 額 が 次 期 支 払 期 月 に

係 る 支 払 額 （ 以 下 「 次 期 支 払 額 」 と い う 。 ） 以 上 の 額 で あ

る と き は ， 次 に よ る こ と 。  

ア  減 額 す べ き 額 が 次 期 支 払 額 と 同 額 で あ る と き は ， 次

期 支 払 期 月 の 支 払 額 欄 に 「 ０ 」 と 記 入 し ， 当 該 次 期 支

払 期 月 の 支 払 年 月 日 欄 を 斜 線 で 抹 消 す る こ と 。  

イ  減 額 す べ き 額 が 次 期 支 払 額 を 超 え る と き は ， 次 期 支

払 期 月 に つ い て は ， 支 払 額 欄 に 「 ０ 」 と 記 入 し ， 支 払

済 年 月 日 欄 を 斜 線 で 抹 消 す る も の と し ， 次 期 支 払 期 月

の 次 の 支 払 期 月 の 支 払 額 欄 に つ い て は ， 第 １ 号 の 規 定

の 例 に よ り 記 入 す る こ と 。  

 

第 ７ 章  雑 則  

 

（ 受 付 年 月 日 の 記 入 ）  

第 29条  認 定 請 求 書 ま た は 届 出 書 等 の 提 出 を 受 け た と き は ， 当

該 認 定 請 求 書 ま た は 届 出 書 等 に 必 ず 受 付 年 月 日 を 記 入 す る も

の と す る 。  



（ 帳 簿 等 の 保 存 期 間 ）  

第 30条  帳 簿 等 は ， そ れ ぞ れ 完 結 の 日 の 属 す る 会 計 年 度 の 翌 会

計 年 度 の ４ 月 １ 日 か ら ， 次 の 各 号 に 掲 げ る 帳 簿 等 の 種 類 に 応

じ ， 当 該 各 号 に 掲 げ る 期 間 保 存 す る も の と す る 。  

(1) 認 定 請 求 書 お よ び そ の 決 定 に 係 る 書 類   ５ 年  

(2) 認 定 診 断 書               ５ 年  

(3) 受 給 者 台 帳               ５ 年  

(4) 受 付 処 理 簿 お よ び 有 期 認 定 者 名 簿     ３ 年  

(5) 調 査 員 証 交 付 簿             １ 年  

(6) 所 得 状 況 届               ３ 年  

(7) 被 災 状 況 届               ３ 年  

(8) そ の 他 の 届 出 書             １ 年  

 

 

附  則  

こ の 要 領 は ， 平 成 ５ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

附  則  

こ の 要 領 は ， 平 成 １ ７ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

附  則  

こ の 要 領 は ， 平 成 ２ ２ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

附  則  

こ の 要 領 は ， 平 成 ２ ８ 年 １ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

附  則  

こ の 要 領 は ， 平 成 ２ ８ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

附  則  

１  こ の 要 領 は ， 令 和 ３ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

２  こ の 要 領 の 施 行 の 際 現 に 改 正 前 の 別 記 第 ８ 号 様 式 ， 別 記 第

１ １ 号 様 式 ， 別 記 第 １ ２ 号 様 式 ， 別 記 第 １ ７ 号 様 式 ， 別 記 第

１ ８ 号 様 式 お よ び 別 記 第 １ ９ 号 様 式 の 規 定 に 基 づ き 提 出 さ れ

て い る 届 出 書 等 は ， 改 正 後 の 別 記 第 １ １ 号 様 式 ， 別 記 第 １ ２

号 様 式 ， 別 記 第 １ ７ 号 様 式 ， 別 記 第 １ ８ 号 様 式 お よ び 別 記 第

１ ９ 号 様 式 の 規 定 に 基 づ き 提 出 さ れ た 届 出 書 等 と み な す 。  

附  則  

１  こ の 要 領 は ， 令 和 ８ 年 ３ 月 ２ 日 か ら 施 行 す る 。  



２  こ の 要 領 の 施 行 の 際 現 に 改 正 前 の 別 記 第 １ ７ 号 様 式 ， 別 記

第 １ ８ 号 様 式 お よ び 別 記 第 １ ９ 号 様 式 の 規 定 に 基 づ き 提 出 さ

れ て い る 届 出 書 等 は ， 改 正 後 の 別 記 第 ２ ０ 号 様 式 ， 別 記 第 2 1

号 様 式 お よ び 別 記 第 ２ ２ 号 様 式 の 規 定 に 基 づ き 提 出 さ れ た 届

出 書 等 と み な す 。  



別記第１号様式（第３条関係）
その１（認定・転入用）

関 係 書 類 受 付 処 理 簿

特別障害者手当
障害児福祉手当 福祉手当

決裁年月日 再認定 障害区分
№ 整理番号 受付年月日 返付年月日 受理年月日 氏名 住所 備考 システム 台帳

認定 却下 無し 有り （認定方法）

（ ）年後

年 月

（ ）年後

年 月

（ ）年後

年 月

（ ）年後
年 月

（ ）年後

年 月

（ ）年後

年 月

（ ）年後

年 月

（ ）年後

年 月

（ ）年後

年 月

（ ）年後

年 月

（ ）年後
年 月

（ ）年後

年 月

（ ）年後

年 月

（ ）年後

年 月



その２（再認定用）

関 係 書 類 受 付 処 理 簿

特別障害者手当
障害児福祉手当 福祉手当

決裁年月日 再認定 障害区分
№ 整理番号 受付年月日 返付年月日 受理年月日 氏名 住所 備考 システム 台帳

認定 却下 無し 有り （認定方法）

（ ）年後

年 月

（ ）年後
年 月

（ ）年後

年 月

（ ）年後

年 月

（ ）年後

年 月

（ ）年後

年 月

（ ）年後

年 月

（ ）年後

年 月

（ ）年後
年 月

（ ）年後

年 月

（ ）年後

年 月

（ ）年後

年 月

（ ）年後

年 月

（ ）年後

年 月



その３（喪失・死亡・転出用）

関 係 書 類 受 付 処 理 簿

特別障害者手当
障害児福祉手当 福祉手当

喪失
№ 整理番号 受付年月日 返付年月日 受理年月日 氏名 住所 決裁年月日 未支払 備考 システム 台帳

年月日 事由



その４（氏名・住所・支払金融機関変更用）

関 係 書 類 受 付 処 理 簿

特別障害者手当
障害児福祉手当 福祉手当

手当種類
旧氏名，住所または 新支払

№ 整理番号 氏名
支払金融機関

新住所
金融機関

受付年月日 受理年月日 備考 システム 台帳

特 別 障害児 福 祉



別記第２号様式（第３条関係） 

 
  

  (都道府県名) 

○ ○ ○ ○ ○ 手 当 受 給 者 台 帳 
  認定年月日   年  月  日 

  支給開始年月    年    月 

 
  

(実施機関名) 整理番号  

個人番号  

氏

名 

(フリガナ) 

住 

 

所 

 (

支
払
方
法) 

支

払

地 

 

公的給付支給

等口座 

  有・無 

(フリガナ) 

(  ・  ・  変更) 

 

公的給付支給

等口座 

(     変更) 

有・無 

(  ・  ・  変更) 

障害名   障害の程度   

手

当

額 

月 額 改 定 年 月 

所

得

状

況 

年 次 届 出 の 有 無 所得制限該当・非該当別 支 給 停 止 期 間 

円 ・  ・ 年 有 ・ 無 該 ・ 非 (災) 年  月から   年  月まで 

円 ・  ・ 年 有 ・ 無 該 ・ 非 (災) 年  月から   年  月まで 

円 ・  ・ 年 有 ・ 無 該 ・ 非 (災) 年  月から   年  月まで 

円 ・  ・ 年 有 ・ 無 該 ・ 非 (災) 年  月から   年  月まで 

円 ・  ・ 年 有 ・ 無 該 ・ 非 (災) 年  月から   年  月まで 

円 ・  ・ 年 有 ・ 無 該 ・ 非 (災) 年  月から   年  月まで 

円 ・  ・ 年 有 ・ 無 該 ・ 非 (災) 年  月から   年  月まで 

円 ・  ・ 年 有 ・ 無 該 ・ 非 (災) 年  月から   年  月まで 

円 ・  ・ 年 有 ・ 無 該 ・ 非 (災) 年  月から   年  月まで 

円 ・  ・ 年 有 ・ 無 該 ・ 非 (災) 年  月から   年  月まで 

受 給 資 格

喪 失 年 月 日 
年  月  日  

受 給 資 格

喪 失 事 由 
  

備 

考 

 

配 偶 者  個人番号  

扶養義務者 

(続 柄) (  )   
個人番号 

 

同 居 

別 居 
  
 



 

  

  
氏 名 

  
整 理 番 号 

    

手 当 支 払 記 録 

区 分 5 月 8 月 11 月 2 月 区 分 5 月 8 月 11 月 2 月 

年 

支払額 
円 円 円 円 

年 

支 払 額 
円 円 円 円 

支払済

年月日 
・ ・ 

  
・ ・ 

  
・ ・ 

  
・ ・ 

  支 払 済

年 月 日 
・ ・ 

  
・ ・ 

  
・ ・ 

  
・ ・ 

  

年 

支払額 
円 円 円 円 

年 

支 払 額 
円 円 円 円 

支払済

年月日 
・ ・ 

  
・ ・ 

  
・ ・ 

  
・ ・ 

  支 払 済

年 月 日 
・ ・ 

  
・ ・ 

  
・ ・ 

  
・ ・ 

  

年 

支払額 
円 円 円 円 

年 

支 払 額 
円 円 円 円 

支払済

年月日 
・ ・ 

  
・ ・ 

  
・ ・ 

  
・ ・ 

  支 払 済

年 月 日 
・ ・ 

  
・ ・ 

  
・ ・ 

  
・ ・ 

  

年 

支払額 
円 円 円 円 

年 

支 払 額 
円 円 円 円 

支払済

年月日 
・ ・ 

  
・ ・ 

  
・ ・ 

  
・ ・ 

  支 払 済

年 月 日 
・ ・ 

  
・ ・ 

  
・ ・ 

  
・ ・ 

  

年 

支払額 
円 円 円 円 

年 

支 払 額 
円 円 円 円 

支払済

年月日 
・ ・ 

  
・ ・ 

  
・ ・ 

  
・ ・ 

  支 払 済

年 月 日 
・ ・ 

  
・ ・ 

  
・ ・ 

  
・ ・ 

  

  

 



別記第３号様式（第３条関係）

支 給 停 止 簿

特別障害者手当
障害児福祉手当 福祉手当

№ 整理番号 氏名 住所 停止日 停止理由 備考



別記第４号様式（第３条関係）

支 給 廃 止 簿

特別障害者手当
障害児福祉手当 福祉手当

№ 整理番号 氏名 住所 廃止日 廃止理由 備考



別記第５号様式（第３条関係）

特別障害者手当

障害児福祉手当 調査員証交付簿

福 祉 手 当 年度

交 付 返 却

調査員証番号 所 属 職 名 氏 名 受 領 印 備 考

年 月 日 取扱者印 年 月 日 取扱者印



別記第６号様式（第３条関係）

有期認定者名簿・再認定処理簿

特別障害者手当
障害児福祉手当

区分 障害区分 再認定
再認定通知№ 整理番号 氏名 住所 受理年月日 認定年月日 システム 台帳
年月日

備考
新規認定 再認定 （認定方法） 無し 有り

（ ）年後

年 月



別記第７号様式（第１２条関係） 

 

 

手  当  名認定通知書 

 
福祉事務所長  印 

 
申 請 日付けで請求のありました手  当  名の受給資格については、下記のと

おり認定しましたので通知します。 

 

記 

 
  

受 給 者 氏 名  
  

受 給 者 住 所  

支給手当月額 円 支給開始年月 年   月から 

振 込 先 又 は 

支 払 場 所 
 

 

備 考  

 

 

 

この認定に不服があるときは、この通知書を受けた日の翌日から起算して3か月以内に、

書面で、都道府県知事に対して審査請求をすることができます。 

ただし、この通知書を受けた日の翌日から起算して3か月以内であっても、この処分の

日の翌日から起算して１年を経過したときは、審査請求をすることができません。 

この処分の取消しを求める訴え（取消訴訟）は、この通知書を受けた日の翌日から起算

して6か月以内に、函館市を被告として(訴訟において函館市を代表する者は函館市長と

なります。)、提起することができます。 

ただし、この通知書を受けた日の翌日から起算して6か月以内であっても、この処分の

日の翌日から起算して１年を経過したときは、取消訴訟を提起することができません。 

 

（お問合せ先） 

 

 

 

窓空宛名  

年 月 日 

 



（裏 面） 

 

１ 障害児福祉手当・特別障害者手当（福祉手当）は、２月、５月、８月、11月の

年 4回、それぞれの月の前月までの分をまとめて支払うこととなっています。 

また、支払日は、当該支払月の  日（日曜日、土曜日、祝日等の場合は、そ

の直前の日曜日等ではない日）となります。 

２ あなたの氏名や住所などを変更したときは、14日以内に福祉事務所に届けてく

ださい。（詳細については，別添参照） 
 



別記第８号様式（第１３条関係）

※整理番号 号 ※ 年 月 日 受付

特別障害者手当
再認定届出書

障害児福祉手当

（ふりがな） 電 話 番 号

受給者氏名

受給者住所 函館市 町 丁目 番 号

特別障害者手当
関係書類を添えて，

障害児福祉手当
の受給資格の再認定を届出します。

年 月 日

氏 名

（受給者との続柄）

函館市長 様

◎ ※の欄は記入しないでください。



 

 

別記第９号様式（第１３条関係） 

 

手  当  名再認定通知書 

 
福祉事務所長  印 

 

有期認定の標記手当について、障害程度について審査したところ、下記のとおり継続支

給することに認定しましたので通知します。 

記 

 
  

受 給 者 氏 名  
  

受 給 者 住 所  

支給手当月額  支給開始年月 から 

振 込 先 又 は 

支 払 場 所 
 

 

備 考 
 

 

 

この認定に不服があるときは、この通知書を受けた日の翌日から起算して3か月以内に、

書面で、都道府県知事に対して審査請求をすることができます。 

ただし、この通知書を受けた日の翌日から起算して3か月以内であっても、この処分の

日の翌日から起算して１年を経過したときは、審査請求をすることができません。 

この処分の取消しを求める訴え（取消訴訟）は、この通知書を受けた日の翌日から起算

して6か月以内に、函館市を被告として(訴訟において函館市を代表する者は函館市長と

なります。)、提起することができます。 

ただし、この通知書を受けた日の翌日から起算して6か月以内であっても、この処分の

日の翌日から起算して１年を経過したときは、取消訴訟を提起することができません。 

 
（お問合せ先） 

窓空宛名  

年 月 日 

 



別記第１０号様式（第１４条関係） 

 

手  当  名認定請求却下通知書 

 
福祉事務所長  印 

 

申 請 日付けで手  当  名の認定請求がありましたが、下記のとおり却下しま

したので通知します。 

 
記 

 
  

氏 名  
  

住 所  

却下した理由  

 

 

 

 

この処分に不服があるときは、この通知書を受けた日の翌日から起算して3か月以内に、

書面で、都道府県知事に対して審査請求をすることができます。 

ただし、この通知書を受けた日の翌日から起算して3か月以内であっても、この処分の

日の翌日から起算して１年を経過したときは、審査請求をすることができません。 

この処分の取消しを求める訴え（取消訴訟）は、この通知書を受けた日の翌日から起算

して6か月以内に、函館市を被告として(訴訟において函館市を代表する者は函館市長と

なります。)、提起することができます。 

ただし、この通知書を受けた日の翌日から起算して6か月以内であっても、この処分の

日の翌日から起算して１年を経過したときは、取消訴訟を提起することができません。 

 

（お問合せ先） 

窓空宛名  

年 月 日 

 



別記第１１号様式（第１５条関係）

同 意 書

（ふりがな）

① 氏 名

受

給

資
② 生 年 月 日 年 月 日 満 歳

格

者

③ 住 所 函館市 町 丁目 番 号

特別障害者手当，障害児福祉手当，福祉手当に係る認定請求および受給資格を有

する期間において，私および私と同一の世帯に属する世帯員の所得，その他の審査

において必要とされる場合は，函館市が関係機関等への照会を行うことにより，資

料等の提供を受けることについて同意します。

年 月 日

氏 名

法定代理人の場合

受給資格者との続柄

函館市長 様



別記第１２号様式（第１６条関係） 

 

手  当  名支給停止解除通知書 

 
福祉事務所長  印 

 

あなたの手  当  名については、下記のとおり、支給停止解除しましたので通知

します。 

記 

 
  

受 給 者 氏 名  
  

受 給 者 住 所  

支給停止解除の

理 由 
 

支給停止解除の

期 間 
 

備 考  

  

 

 

この処分に不服があるときは、この通知書を受けた日の翌日から起算して3か月以内に、

書面で、都道府県知事に対して審査請求をすることができます。 

ただし、この通知書を受けた日の翌日から起算して3か月以内であっても、この処分の

日の翌日から起算して１年を経過したときは、審査請求をすることができません。 

この処分の取消しを求める訴え（取消訴訟）は、この通知書を受けた日の翌日から起算

して6か月以内に、函館市を被告として(訴訟において函館市を代表する者は函館市長と

なります。)、提起することができます。 

ただし、この通知書を受けた日の翌日から起算して6か月以内であっても、この処分の

日の翌日から起算して１年を経過したときは、取消訴訟を提起することができません。 

 
（お問合せ先） 
 

窓空宛名  

年 月 日 

 



別記第１３号様式（第１６条関係） 

 

 

通 番  

認定番号  

 

手当名現況届（    年度） 

受 給 者 

フリガナ  

生年月日  
氏 名  

住 所 
〒 

電話番号  

配 偶 者 氏 名  住所 
〒          □受給者に同じ 

扶養義務者 

氏 名 
（受給者との続柄       ） 

住所 
〒          □受給者に同じ 

氏 名 
（受給者との続柄       ） 

住所 
〒          □受給者に同じ 

施設への 

入 所 状 況 

□入所中  □入所予定 □（過去1年以内に）入所していた □入所していない 

年  月  日から 
年  月  日から    

   年  月  日まで 
 

施設名  

病 院 へ の 

入院状況 

□入院中  □入院予定 □（過去１年以内に）入院をしていた □入院していない 

年  月  日から 
年  月  日から    

    年  月  日まで 
 

病院名（介護老人保健施設等を含む）  

公的年金の 

受 給 状 況 

□受給している  □申請中  □受給していない 

年金の名称 年金の種類 年金額（受取額） 

1国民年金 2厚生年金 3その他 
1老齢年金 2障害年金 

3遺族年金 4その他 
円 

1国民年金 2厚生年金 3その他 
1老齢年金 2障害年金 

3遺族年金 4その他 
円 

前年末時点における１６歳以上１９歳未満の児童の

所得税法上の扶養状況 
□扶養していた（   人） □扶養していない 

誓約事項 □ 上記について公簿等で確認できない場合や審査の結果必要となった場合には、関係書類を提出します。 

上記のとおり届出します。 

  年  月  日 

函館市長  様             受給者氏名                    

届出人氏名                    

連 絡 先     －     －        

窓空宛名 



特別障害者手当等の支給に係る調査についての同意 

 

この現況届に係る特別障害者手当等の支給に必要な場合は，函館市が，私および私と同一世帯に属する

者の収入および課税の状況について，調査することに同意します。 

 

  年  月  日 

函館市長  様 

受給資格者または代理人の氏名                 

※（市町村審査欄）   所得制限 非該当・該当 

 

添付書類 

受給者・配偶者・扶養義務者で   年１月１日現在，函館市内に住所のなかった方は，１月１日にお

住いの市町村で   年の所得証明書をお取りのうえ，現況届に添付するよう求める場合があります。 

 

老齢年金，障害年金または遺族年金等を受給されている方について，前年の年金額がわかる書類（年金

証書の写し，振込通知書の写し，振込先銀行口座の通帳の写しのいずれか）を現況届に添付するよう求め

る場合があります。 

 

注意 

「扶養義務者」欄は，受給者と生計を同じくしている（または受給資格者が養育者である場合はその生

計を維持している）扶養義務者（受給資格者の父母，祖父母，子，孫等の直系血族と兄弟姉妹）がいる場

合に記入してください。なお，扶養義務者が３人以上あって書ききれない場合は，別紙「同居する扶養義

務者について」に記入してください。この記入にあたっては，所得の高い人から順番に記入してください。 



 
別記第１４号様式（第１６条関係） 手 当 名所得状況関係連名簿 

年度                                                                ○/○ ページ 

認定番号 
氏    名 

所得確定 
前年支給状況 

所  得  額 控    除 扶養人数 本人該当 備 考 住    所 転入日 

世帯通番 続 柄 生年月日 年齢 資格喪失日 

 
 

 

 
総 所 得 額  雑 損  ⑧扶養  障 害  

 

繰 越 損 失 額  医療費  ○ア老人  特障害  

  
その他所得額  掛 金  ○イ特定  寡 婦  

 控除後所得額  
配偶者  障 害  ひとり  

    保険料  特障害  勤 学  

 
 

 

 
総 所 得 額  雑 損  ⑧扶養  障 害  

 

繰 越 損 失 額  医療費  ○ア老人  特障害  

  
その他所得額  掛 金  ○イ特定  寡 婦  

 控除後所得額  
配偶者  障 害  ひとり  

    保険料  特障害  勤 学  

 
 

 

 
総 所 得 額  雑 損  ⑧扶養  障 害  

 

繰 越 損 失 額  医療費  ○ア老人  特障害  

  
その他所得額  掛 金  ○イ特定  寡 婦  

 控除後所得額  
配偶者  障 害  ひとり  

    保険料  特障害  勤 学  

 
 

 

 
総 所 得 額  雑 損  ⑧扶養  障 害  

 

繰越損失額  医療費  ○ア老人  特障害  

  
その他所得額  掛 金  ○イ特定  寡 婦  

 控除後所得額  
配偶者  障 害  ひとり  

    保険料  特障害  勤 学  

 
 

 

 
総 所 得 額  雑 損  ⑧扶養  障 害  

 

繰越損失額  医療費  ○ア老人  特障害  

  
その他所得額  掛 金  ○イ特定  寡 婦  

 控除後所得額  
配偶者  障 害  ひとり  

    保険料  特障害  勤 学  

 
 

 

 
総 所 得 額  雑 損  ⑧扶養  障 害  

 

繰越損失額  医療費  ○ア老人  特障害  

  
その他所得額  掛 金  ○イ特定  寡 婦  

 控除後所得額  
配偶者  障 害  ひとり  

    保険料  特障害  勤 学  

 
 

 

 
総 所 得 額  雑 損  ⑧扶養  障 害  

 

繰越損失額  医療費  ○ア老人  特障害  

  
その他所得額  掛 金  ○イ特定  寡 婦  

 控除後所得額  
配偶者  障 害  ひとり  

    保険料  特障害  勤 学  

 

 年 月 日 



別記第１５号様式（第１７条関係） 

 

手  当  名支給停止通知書 

 
福祉事務所長  印 

 

あなたの手  当  名については、下記のとおり、支給停止しましたので通知しま

す。 

記 

 
  

受 給 者 氏 名  
  

受 給 者 住 所  

支給停止の理由  

支給停止の期間 年   月から   年  月まで 

備 考  

  
 
 

この処分に不服があるときは、この通知書を受けた日の翌日から起算して3か月以内に、書

面で、都道府県知事に対して審査請求をすることができます。 

ただし、この通知書を受けた日の翌日から起算して3か月以内であっても、この処分の日の

翌日から起算して１年を経過したときは、審査請求をすることができません。 

この処分の取消しを求める訴え（取消訴訟）は、この通知書を受けた日の翌日から起算して

6か月以内に、函館市を被告として(訴訟において函館市を代表する者は函館市長となりま

す。)、提起することができます。 

ただし、この通知書を受けた日の翌日から起算して6か月以内であっても、この処分の日の

翌日から起算して１年を経過したときは、取消訴訟を提起することができません。 
 
支給停止の措置を受けた場合で、翌年8月以降について手当の支給を受けることを希望する

ときは、翌年，所定の期間内に所定の書類により所得状況届を提出してください。 
 

（お問合せ先） 
 

窓空宛名  

年 月 日 

 



別記第１６号様式（第１８条関係） 

 

 

 

 

 

 

 

手  当  名被災非該当通知書 

 

福祉事務所長  印 

 

申 請 日付けで被災状況書の提出がありましたが、下記のとおり支給停止を解除することに

該当しませんので通知します。 

記 

 

受給者氏名  

受給者住所  

被災状況非

該当の理由 
 

備    考  

  

この処分に不服があるときは、この通知書を受けた日の翌日から起算して3か月以内に、書面
で、都道府県知事に対して審査請求をすることができます。 
ただし、この通知書を受けた日の翌日から起算して3か月以内であっても、この処分の日の翌

日から起算して１年を経過したときは、審査請求をすることができません。 
この処分の取消しを求める訴え（取消訴訟）は、この通知書を受けた日の翌日から起算して6

か月以内に、函館市を被告として(訴訟において函館市を代表する者は函館市長となります。)、
提起することができます。 
ただし、この通知書を受けた日の翌日から起算して6か月以内であっても、この処分の日の翌

日から起算して１年を経過したときは、取消訴訟を提起することができません。 

翌年 8月以降について再び手  当  名を受けようとするときは、翌年，所定の期間内に所

定の書類により所得状況届を提出してください。 

 

 

 

 

（お問合せ先） 
 

窓空宛名 
 

年 月 日 

 



 

別記第１７号様式（第１９条関係） 

 

 

 

 

手  当  名所得状況届督促通知書 

 
福祉事務所長  印 

 

あなたの手  当  名については、下記の理由により、支給差止しましたので通知

します。下記の提出期限までに所得状況届を提出してください。 

 
記 

 
  

受 給 者 氏 名  
  

受 給 者 住 所  

支給差止の理由 
提出期間内に所得状況届が未提出であり、受給者の所得状況等

について確認ができないため 

支給差止の期間  から 

 
提 出 期 限  

 

 

備 考  

 

この処分に不服があるときは、この通知書を受けた日の翌日から起算して3か月以内に、

書面で、都道府県知事に対して審査請求をすることができます。 

ただし、この通知書を受けた日の翌日から起算して3か月以内であっても、この処分の

日の翌日から起算して１年を経過したときは、審査請求をすることができません。 

この処分の取消しを求める訴えは、この通知書を受けた日の翌日から起算して6か月以

内に、函館市を被告として(訴訟において函館市を代表する者は函館市長となります。)、

提起することができます。 

ただし、この通知書を受けた日の翌日から起算して6か月以内であっても、この処分の

日の翌日から起算して１年を経過したときは、取消訴訟を提起することができません。 

 

（お問合せ先） 

 

窓空宛名 
 

年 月 日 

 



 

別記第１８号様式（第１９条関係） 

 

手  当  名一時差止通知書 

 
福祉事務所長  印 

 

あなたの手  当  名については、下記のとおり、一時差止しましたので通知しま

す。 

記 

 
  

受 給 者 氏 名  
  

受 給 者 住 所  

一 時 差 止 の 理 由  

一時差止開始年月  

備 考  

  

 

 

この処分に不服があるときは、この通知書を受けた日の翌日から起算して3か月以内に、

書面で、都道府県知事に対して審査請求をすることができます。 

ただし、この通知書を受けた日の翌日から起算して3か月以内であっても、この処分の

日の翌日から起算して１年を経過したときは、審査請求をすることができません。 

この処分の取消しを求める訴え（取消訴訟）は、この通知書を受けた日の翌日から起算

して6か月以内に、函館市を被告として(訴訟において函館市を代表する者は函館市長と

なります。)、提起することができます。 

ただし、この通知書を受けた日の翌日から起算して6か月以内であっても、この処分の

日の翌日から起算して１年を経過したときは、取消訴訟を提起することができません。 

 
（お問合せ先） 

窓空宛名  

年 月 日 

 



 

別記第１９号様式（第１９条関係） 

 

手  当  名一時差止解除通知書 

 
福祉事務所長  印 

 

あなたの手  当  名手当については、下記のとおり、一時差止解除しましたので

通知します。 

記 

 
  

受 給 者 氏 名  
  

受 給 者 住 所  

一時差止解除の理由  

一時差止解除年月  

備 考  

  

 

 

 

この処分に不服があるときは、この通知書を受けた日の翌日から起算して3か月以内に、

書面で、都道府県知事に対して審査請求をすることができます。 

ただし、この通知書を受けた日の翌日から起算して3か月以内であっても、この処分の

日の翌日から起算して１年を経過したときは、審査請求をすることができません。 

この処分の取消しを求める訴え（取消訴訟）は、この通知書を受けた日の翌日から起算

して6か月以内に、函館市を被告として(訴訟において函館市を代表する者は函館市長と

なります。)、提起することができます。 

ただし、この通知書を受けた日の翌日から起算して6か月以内であっても、この処分の

日の翌日から起算して１年を経過したときは、取消訴訟を提起することができません。 

（お問合せ先） 

 

窓空宛名  

年 月 日 

 



 
別記第２０号様式（第２０条・第２１条・第２２条関係） 

  変更年月日   年  月  日 

特別障害者手当・障害児福祉手当・経過的福祉手当 

住所・氏名・支払方法変更届 

（フリガナ） 

受給者の氏名 

 

 

個 人 番 号             

受 
 

給 
 

者 

住 
 

所 

変更前 
〒 

変更後 
〒 

氏 
 

名 

変更前  

変更後  

扶 

養 

義 

務 

者 
 

配 

偶 

者 

ま
た
は 

住 
 

所 

変更前 
〒                         □受給者に同じ 

変更後 
〒                         □受給者に同じ 

氏 
 

名 

変更前  

変更後  

 支払希望 

 金融機関 

変更前 

銀  行 

信用金庫 

(   ) 

本店 

支店 

出張所 

普通 

当座 

(  ) 

口座番号 

       

ゆうちょ銀行 記号       番号         

口座名義人カナ  

公金受取口座 有 ・ 無 

変更後 

受取

口座 

□  マイナポータルに登録している公金受取口座を振込先とする。 

  （注）あらかじめマイナポータル上で公金受取口座の登録をしておく必要

があります。 

□  以下の口座を振込先とする。 

銀  行 

信用金庫 

(   ) 

本店 

支店 

出張所 

普通 

当座 

(  ) 

口座番号 

       

ゆうちょ銀行 記号       番号         

口座名義人カナ  

誓約事項 □ 上記について公簿等で確認できない場合や審査の結果必要となった場合には、関係書類を提出します。 

  上記のとおり、変更を届け出ます。 

 

年 月 日 

氏  名 
            函館市長  様      電話番号 

 

 

 



別記第２１号様式（第２３条関係） 

（表 面） 

障害児福祉手当 

特別障害者手当 

経過的福祉手当 

資 格 喪 失 届 

  

(フリガナ) 

受給者の氏名 

 

  

 

受給者の住所 
〒 

 

受 給 者 の 

個 人 番 号 
            

受給資格がなく

な っ た 理 由 

1 障害年金等を受けるようになった 

  (種類                        ) 

2 施設に入所した 

  (種類                        ) 

3 病院・診療所に３か月以上継続して入院するに至った。 

4 障害の程度が法施行令第１条に掲げる障害の状態に該当しな

くなった。 

5 その他(                        ) 

上記の理由が発

生 し た 日 
     年    月    日 

 上記のとおり、 
障害児福祉手当 
特別障害者手当 
経過的福祉手当 

を受ける資格がなくなりましたので届け出ます。 

年   月   日 

氏  名                

         函館市長 様      電話番号 

 

 ◎ 裏面の注意をよく読んでから記入してください。記名押印に代えて署名することが

できます。 

（Ａ列４番） 



（裏 面） 

 

１ 「受給資格がなくなった理由」の欄は、該当する番号を○で囲むとともに（ ）内に

その内容を具体的に記入してください。 

２ 受給者が死亡したときは、この届ではなく、戸籍の届出をしなければならない人々に、

受給者の死亡届を出してもらうことになります。 

 



 別記第２２号様式（第２３条関係） 

障害児福祉手当 

特別障害者手当 

経過的福祉手当 

未支払手当請求書 

 

死

亡

者 

氏 名  

住 所 
〒 

死亡年月日      年    月    日 

は

届

出

者 

請

求

者

又 

氏 名  

住 所 
〒                          □死亡者に同じ 

死亡者との

続 柄 
 電話番号  

未 支 給 期 間 
年   月   分から 

年   月   分まで 

未 支 給 金 額       円 

支 払 希 望 

金 融 機 関 

銀  行 

信用金庫 

(   ) 

本店 

支店 

出張所 

普通 

当座 

(  ) 

口座番号 

       

ゆうちょ銀行 記号       番号         

口座名義人カナ  

 上記のとおり、受給資格者が死亡したので届け出ます。 

 上記の者の死亡に伴い、未支給手当の支給を請求します。 

    年  月  日 

氏  名                  

           函館市長 様      電話番号 

※受付年月日   

※審   査 

未支給期間         ～ 担当印 

未支給金額              円 担当印 

 ※ 欄は記入しないでください。 



別記第２３号様式（第２３条関係） 

 

手  当  名資格喪失通知書 

 
福祉事務所長  印 

 

下記のとおり、手  当  名の受給資格がなくなりましたので通知します。 

 

記 

 
  

受 給 者 氏 名  
  

受 給 者 住 所  

受給資格がなく

な っ た 理 由 
 

受給資格がなく

な っ た 日 
        年  月  日 

備 考  

  

 

 

この処分に不服があるときは、この通知書を受けた日の翌日から起算して3か月以内に、

書面で、都道府県知事に対して審査請求をすることができます。 

ただし、この通知書を受けた日の翌日から起算して3か月以内であっても、この処分の

日の翌日から起算して１年を経過したときは、審査請求をすることができません。 

この処分の取消しを求める訴え（取消訴訟）は、この通知書を受けた日の翌日から起算

して6か月以内に、函館市を被告として(訴訟において函館市を代表する者は函館市長と

なります。)、提起することができます。 

ただし、この通知書を受けた日の翌日から起算して6か月以内であっても、この処分の

日の翌日から起算して１年を経過したときは、取消訴訟を提起することができません。 

 
（お問合せ先） 
 

窓空宛名  

年 月 日 

 


